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社協 かわにしには、皆さまからの社協会員会費、赤い羽根共同募金配分金　  が活用されています｡
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　皆さんは今、どのような地域でお暮らしで
すか？どのような地域で暮らしたいですか？
　自分たちのまちをどのような地域にしたい
ですか？
　では、どんな地域が暮らしやすいまちなの
でしょうか。

　今、市内の各地区では子どもから高齢者
まで様々な団体や組織、事業者や施設、学校
などが同じテーブルについて、自分の地域を
どうすれば「誰もが住みよいまち」に出来る
のかを話し合う取組みが進んでいます。

(次頁へつづく■)

地域みんなの力を集結する
取組みが始まっています

▲「ひだまりサロン」大和地区福祉委員の皆さん

▲「カフェ 憩い」加茂小地区福祉委員の皆さん

▲久代小地区「ふれあいカフェ久代」でダンスを披露する「HAPPY｠TIME」の皆さん▲「ふれあい喫茶」けやき坂小地区の参加者の皆さん

“暮らしつづける”

想いが叶うまち｠を
目指して！
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まずは“出会う”ことから
　清和台地区では、清和台地区福祉委員会(コミュ
ニティ推進協議会福祉部会）が主体となって地区
内の関係団体に呼び掛け、｢福祉ネットワーク会議」
を定期的に開催しています｡
　メンバーは、地域のボランティア活動の軸で
ある地区福祉委員、民生委員児童委員をはじめ、
コミ、自治会、ＰＴＡ、福祉施設、学校など、30団体
からなり、それぞれの立場から、清和台地区の課題
を出しあい、解決に向けて話し合われています。
　会議の雰囲気は「ワイワイ・ガヤガヤ｣、まるで
昔の井戸端会議のようです。まずは様々な団体が
“出会う”こと、ざっくばらんに話し合うことから、
地区内の新たな発見があり、支え合いへとつなが
ります。そんな取組みが各地区で広がっています。
　
ひろがる居場所づくり
　多くの地区で話し合いが進んでいるのが「居場
所づくり」です。
　住民Ａ：「放課後に子どもが安心して過ごせる
場所があったらいいなぁ。」、住民Ｂ：「子どもだけ
でなくみんなが集える場があればみんなが安心｡｣
住民Ｃ：「でもみんなとなると場所はどうする？」、
Ｄ施設：「それなら施設の一室をぜひ使ってくださ
い｡」…これは実際にある地区であったやりとり
です。
　会議ごとにみんなのアイディアと力が集結され、
一歩一歩、実現に向かっています。
　
地域の未来をつくるのは、あなた！
　少子高齢化は急速に進んでおり、人口減少が
続くことが予測されています。支え手が減る中で、
既存のシステムでは十分な対応ができないため、
地域における支え合いが今後一層、必要になりま
す。また、近頃は、自然災害も多く、近隣の支え
合いは、他人ごとではありません｡
　あなたの地域は安心して暮らせるまちでしょう
か？あなたの暮らす地域に目を向けてみませんか？
あなたの未来を作るのは、“今”です。

『出会い』から『つながり』、
そして『お互いさま』がこだまする地域へ

▲清和台地区の福祉ネットワーク会議
ここでは参加者みんなが主役です。立場や世代を超えて、熱い
議論がかわされます。

▲誰もが集える“居場所”、加茂小地区「カフェ｠憩い」での団欒風景
ここで出来た馴染みの関係が普段の支え合いにつながってい
ます。

支え合いのまちづくりを一緒に！！
　市社協には、支え合いのまちづくりをみな
さんと一緒に進める生活支援コーディネー
ター（地域支え合い推進員）がいます。
　　まずは“参加すること”が、まちづくりの
第一歩です。｢自分の地域ではどんな活動を
しているのか知りたい｣、｢居場所に行って
みたい｣、｢活動してみたい」など、お気軽に
ご連絡ください。

『居場所』情報をお知らせください！
　身近にあるみなさんの集いの場情報
をぜひ、お寄せください。
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　自治会をはじめ、学校や職場、地域でのイベントや街頭募金など皆さまにご協力をいただき
誠にありがとうございました。募金集計を報告いたします。

赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金のご報告

赤い羽根共同募金
募金目標額
募 金 実 績

歳末たすけあい募金
7,000,000円
6,179,139円

9,340,000円
9,049,958円

昨年１０月１日と１３日に行なった街頭募金に
ご参加いただいた方の声をいくつかお届けします！

小学生 ～川西のみんなは優しいなあ、参加してとても楽しかったです！～ 
・初めての募金活動で最初は緊張したけど、友達と一緒
だったので頑張って大きな声を出すことができました｡
・何回も募金してくれる人がいて、感謝の気持ちでいっぱ
いでした。
・最初はだれも入れてくれなくてとても悔しかったけど､後
からめっちゃ入れてくれたので嬉しかったです。
・初めて、募金活動をして楽しかったです。いろいろな人
とお話しできてよかったです。

・みんなの前で声をだすのが恥ずかしかったけど、たくさ
んお金をいれてくれた。
・いろいろな人が募金してくれて優しいと思った。たくさ
んの人が募金してくれるような世の中にして、困ってい
る人を助けたいです。この活動を通じて、もっと募金を
したいと思いました。
・いっぱい声を出して大変だったけれど、このお金がいい
ことに使われるのなら、それは喜ばしいことです。

中学生 ～人の優しさに触れることができ、達成感を感じることができました～ 
・募金を始める前は少し不安な気持ちでしたが、募金をし
ていると沢山の人が笑顔で募金してくださり、自分も自
然に笑顔になっていました。募金とは、｢お金を募る活
動」と思っていましたが、「沢山の人の優しさに触れるこ
とのできる活動」なのだと思いました。また、機会があ
れば参加したいです。

・不安だったけど、笑って挨拶を返してくれる人や募金をし
てくれる人を見て、とても心が温かくなった。
・沢山の人の協力で最後までやれたのでよかった。自分も
募金をして、みんなの役に立ちたいと思った｡
・募金活動に参加している人が全員一生懸命に活動して
いて、そんなふうに頑張りたいと思いました。

教　員 ～地域の人の温かみを知り、心から地域とつながることができました～ 
・活動を通して、地域の方々の温かさや募金団体の方々の
真剣な想いを感じることができました。生徒たちも、活
動を通して地域の人の温かみや自分たちの行動が人や街
の役に立っていると実感できたように思います。

・生徒自身が人との接し方や話し方を工夫していたところ
が印象的でした。ただ、募金を促すだけでなく、挨拶か
ら始まり、笑顔でちょっとした会話をする姿から、心か
ら地域とつながることができたと思いました。素晴らし
い体験をありがとうございました。

保護者 ～一生懸命頑張っている姿を見て感動しました～ 
・参加させていただき、沢山の発見や気付きがあったと思
います。相手の立場に立って考えるきっかけになったよ
うに思います。とても感謝しています。
・募金活動に貢献でき、「来年また参加したい！」と自
信にあふれた表情がとても印象的でした。とても貴重
な体験をありがとうございました。

・街中で知らない人に声をかけることはとても勇気がい
ることですが、仲間と頑張っている姿は微笑ましかった
です。
・最初は不安で戸惑っていましたが、募金を入れてくだ
さったのをきっかけに精一杯、ご協力をお願いしていま
した。

街頭募金に参加しませんか？参加希望の方はご連絡ください。〔問い合わせ先〕地域福祉チーム
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空いた時間で始めませんか？

県政150周年記念「第67回 兵庫県社会福祉大会」大盛況のうちに閉幕

～ファミリーサポートセンター～
　ファミリーサポートセンターとは、子育ての応援をしたい人(協力会員)と子育ての応援を受けたい人
(依頼会員)が会員登録をして、お住まいの地域の中で子育ての援助活動を行う会員制の組織です。
関心のある方は、センターまでお問い合わせください(入会登録には事前予約が必要です)。

　車両による交通事故により保護者（父親又は母親）を亡くされた交通遺児の学校入学に際し
て、次の通り入学激励金を給付します。
　

① 平成31年４月に小・中・高等学校、大学などに入学する児童・生徒
② 平成30年４月以前から市内に在住している場合に限ります

(給付額)
小学校　20,000円　　高校　国公立：  75,000円　私立：120,000円
中学校　25,000円　　大学　国公立：120,000円　私立：150,000円

申 請 方 法：市社協所定の申請用紙に必要事項を記入の上、申請してください。
(ホームページからもダウンロードできます・トピックスに掲載）

受 付 締 切：平成31年３月31日(日)分まで（郵送可）
お問い合わせ：０７２（７５９）５２００（企画・総務チーム）

　昨年11月20日、キセラホールにほぼ満席の来場者を迎え
｢第67回　兵庫県社会福祉大会」が開催されました。
　表彰式典では、社会福祉事業功労者、自立更生者等表彰が
行われ、記念講演では、元プロ野球選手で川西市名誉市民の
古田敦也さんが「ともにつながり　支え合う」をテーマに野球
人生のエピソードを織り交ぜて講演され、会場全体が引き込
まれていました。また、会場周辺の障がい者団体の物販
ブースでは、来場者の方々が商品を手に取り、楽しそうに
買い物をされる姿が見られました。

　依頼会員　　０才から小学６年生の子どもをお持ちの方
　　協力会員　　保育に熱意があり､お子さんを送迎または､
　　　　　　　自宅で預かることができる方
※両方を兼ねる「両方会員」もあります。
　≪依頼内容≫
・保育所や学校終了後の預かり
・兄弟の学校行事など外出の間の預かり
・保育所や習いごとの送迎　など

利用料(１時間あたり)
◆ 月～金　　　　　８００円
◆ 土・日・祝日　　９００円

※利用時間は午前７時～午後９時

★現在、ご夫婦で活動されている方が増え
てきています。

　地域の子育てのお手伝いをしたいと思っ
ておられる方、ぜひ、かわにしファミ
リーサポートセンターへお問い合わせく
ださい。

かわにしファミリーサポートセンター(市社協内)

☎ ０７２（７４０）６８００

谷口交通遺児基金　入学激励金申請募集
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　専門知識を持ったハンドマッサージボランティアを育成、確保することを目的に活動し、心身の癒し
を広めています。
　この講座は、ハンドマッサージを簡単に覚えていただけますし、受講された方のいきいきとした表情
に直接ふれることができます。「良かったわ！まずは、主人や子どもから癒しを広めるわ！」といった
感想を聞くたび、逆に自分が癒され、元気になることができるのもこの活動の醍醐味です。１人でも
多くの方が「福祉」を身近に感じ、ボランティアやちょっとしたお手伝いが盛んな地域になれば、と
いう想いも込めて、１歩ずつ活動を広げていきたいと思います。

～Aroma Prism（アロマ｠プリズム)　元山　由紀子～

あなたも一緒に

特技を活かしたボランティア活動 !特技を活かしたボランティア活動 !

　ボランティア活動センターでは、出前講座を随時受け付けています。
今回ご紹介した「Aroma Prism」さんも『ハンドマッサージボランティア
育成』の講師としてご活躍されています。
　お住まいの地域や職場で開催したいものがありましたら、お気軽に
お問い合わせください。
　
　連絡先

▲

川西市ボランティア活動センター
☎ 072（759）5200　FAX 072（759）5203

無料で受講できるよ！

　本センター登録のボランティアグループ等が企業やPTA、自治会、子ども会などを対
象に開催します。
内　容：①点字②手話③車イス④要約筆記⑤高齢者疑似体験⑥手作り布遊具(２グループ)

⑦クロスロードゲーム(災害対応を自らの問題として考える等のゲーム)⑧救急救
命⑨ネイルボランティア育成⑩知的障がい者の理解(疑似体験)⑪ハンドマッサー
ジボランティア育成

講　師：ボランティア活動センター登録グループ他
定　員：５～20名程度
受講料：無料
申込み：２か月前までに希望日を複数あげていただき、グループ等と調整します。

出前ボランティア講座(随時受付中)

Aroma Prism　元山　由紀子さん 出前講座での活動の様子
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善意銀行だより

ボランティア基金だより

たくさんの善意をありがとうございました。

ボランティア基金振込先
☆三井住友銀行川西支店　普通 3680948
☆池田泉州銀行川西支店　普通 4859933
　　　　　ﾌｸ)ｶﾜﾆｼｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲ　
口座名義　福)川西市社会福祉協議会 

善意銀行振込先
☆三井住友銀行川西支店　普通 3242392
☆池田泉州銀行川西支店　普通 4859932
　　　　　ﾌｸ)ｶﾜﾆｼｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲ　
口座名義　福)川西市社会福祉協議会

【預託の部】

市社会福祉協議会では、自主的で継続的なボランティア活動を
育成するため「ボランティア基金」を設置しています。
ご協力お願いします。

団体名・氏名 金額(円)

吉永建設（株）
うさぎ自動車
社会的弱者の為の住みよい街づくり　代表　高橋　政俊
一市民
花屋敷一市民
喜来我会
新田一市民
恵
一市民
串かつあさひ
明峰地区地球環境保護を考え実行するルピナスの会

団体名・氏名 金額(円)

5,000
1,000
4,595

20,000
10,000
3,000
1,000
3,000
3,000
3,000
5,000

【払出の部】

修学旅行補助（小学校１校・中学校１校）

団体名・氏名 金額(円)

126,000

【預託の部】

川西中央ライオンズクラブ

一市民

団体名・氏名 内容及び数量

・トランポリン一式 

・紙オムツ類 7袋

【払出の部】
内容及び数量

・清拭布55枚

・紙オムツ類７袋、紙オムツ類１箱、その他５品

９月分 －現金－

吉永建設（株）
うさぎ自動車
恵
一般社団法人　近畿まちづくり協会
一市民
井口　尚子
加茂１丁目一市民
喜来我会
徳栄建設（株）
串かつあさひ
新田一市民
NPO法人　ケティーハウス　理事長　高木　保
明峰地区地球環境保護を考え実行するルピナスの会
川西市ローンテニスクラブ　会長　山口　俊一

5,000
1,000
3,000

150,000
3,000
3,000
3,000
3,000
5,000
3,000
1,000

50,000
5,000
2,375

10月分 －現金－

うさぎ自動車
恵
川西市高齢者大学　りんどう学園
川西市中央ライオンズクラブ
新田一市民
一市民
喜来我会
鈴木　隆
串かつあさひ
明峰地区地球環境保護を考え実行するルピナスの会

1,000
3,000

500
262,900

1,000
3,000
3,000
1,000
3,000
5,000

11月分 －現金－

うさぎ自動車
一市民
花屋敷一市民
新田一市民
OKK株式会社　JAMOKK労働組合
徳栄建設（株）
喜来我会
串かつあさひ
兵庫県電気工事工業組合　西阪神支部　川西地区
恵
一市民
NPO法人　プロレスリングアンサー
明峰地区地球環境保護を考え実行するルピナスの会

1,000
20,000
10,000
1,000

50,000
5,000
3,000
3,000

41,400
3,000
3,000

100,000
5,000

12月分 －現金－

９月分 －現金－

笹部一市民 
ササベケーエス 
内藤 
社協窓口

1,000
2,000
3,000
1,135

９月分 －現金－

中村　多喜美 
ササベケーエス 
内藤

1,000
2,000
3,000

10月分 －現金－

笹部一市民 
ササベケーエス 
内藤

1,000
2,000
3,000

11月分 －現金－

坂　朋子 
ササベケーエス 
一市民

50,000
2,000
1,663

12月分 －現金－

その他払出（１件） 10,000
11月分 －現金－

その他払出（１件） 10,000
12月分 －現金－

修学旅行補助（小学校１校） 
その他払出(１件) 

12,000
18,000

10月分 －現金－

11月分 －物品－

９月分 －物品－

12月分 －物品－

12月分 －物品－

※紙面の都合上､「思いを込めて」は次回６月号に掲載させていただきます。    
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ふくしの総合相談窓口

　楽しいイベントで親子が笑顔で過ごすことが
できました。よい思い出になりました。
　ありがとうございました。

　皆さまからお寄せいただいた募金が、どのように“安心して
暮らせるまちづくり”に役立っているかをご紹介します。

あかはねちゃんニュース

大ニュース！！
ガチャガチャマシンを導入しました！

場所：キセラ川西プラザ 福祉棟１階／川西さくら園 ※祝日は実施しません

心配ごと相談

相談名 問い合わせ内　　容 曜日 時　間

成年後見制度相談

司法書士による 
成年後見制度相談

日常生活自立支援事業
に関する相談

生活福祉資金貸付相談

障がい者虐待防止
相談窓口

ボランティア活動相談

子どもの育児・発達相談

肢体障がい者
視覚障がい者
聴覚障がい者
内部障がい者
精神障がい者

18歳未満の子ども

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ファミリーサポート
会員登録

☎(740)1328
☎(759)8611

☎(759)5200

☎(759)5200

☎(764)6116

川西市ボランティア
活動センター
☎(759)5200
かわにしファミリー
サポートセンター
☎(740)6800

成年後見支援センター
“かけはし”
☎(764)6110

川西さくら園
☎(755)1772

川西さくら園相談支援
☎(744)7200

川西市障がい児(者)地域
生活・就業支援センター
☎(758)6228
FAX(758)6250
shien-c@k-shakyo.or.jp

月曜日
木曜日

月～金曜日

月～金曜日

月～金曜日

月～金曜日

月～金曜日
第３土曜日

月～金曜日

月～金曜日

第３月曜日
第３火曜日
第３水曜日

第３木曜日

第２金曜日
第３金曜日

第３水曜日

午後１時半～４時
※月曜は市役所(福祉部相談室)

午前９時～午後５時半
※川西さくら園

午前９時～午後５時半

午前９時～午後５時半

午後１時～４時

午前９時～午後５時半

午前９時～午後５時半

午前９時～午後５時半

午前９時～午後５時半

午前９時～午後５時半
午後１時半～３時半

午前10時～11時半
午前10時～11時半
午前10時～11時半
午前10時～11時半
午後１時半～３時

午前10時半～12時

日々の暮らしにおける悩みごと、
心配ごとに関する相談

総合相談窓口 ☎(759)5200 月～金曜日生活上の困りごとなど、
福祉全般に関する相談

成年後見制度に関する相談
(第２金曜日までに要予約)

福祉サービスの利用や金銭管理に
関する相談

会員登録と入会説明
(要予約）
子育ての不安や発達についての対応
(来園相談は要予約）

18歳までのお子様のご相談はこちら
で対応

同じ障がいを持つ方が自分自身の体験
に基づいて悩みを聞き、話し合い、一
緒に問題解決方法を探したり、必要な
知識や情報の提供を行う。無料ですの
で、お気軽にお問合せください。
(要予約）

成年後見制度に関する相談

障がい者の虐待についての相談

ボランティア活動に関する相談

低所得世帯や高齢者、障がい者世帯を
対象にした貸付相談
・学校の入学金や授業料等
・エアコン購入等

ふくしの総合相談窓口

※市社会福祉協議会実施分を掲載しています。

（平成30年度共同募金配分金による助成金事業実施団体）

　川西市共同募金委員会では今年度ガチャガチャ
マシンを購入し、去る11月20日の兵庫県社会福祉
大会にてお披露目しました。
　“大当たり”は古田敦也氏のサインボール！長蛇
の列ができ、大盛況で
した｡
　皆さまのたくさんの
善意をありがとうござい
ました。

▲

井戸兵庫県知事もガチャ
ガチャ募金にご協力くださ
いました

団体名：まちの子育てひろば｠Apple｠Kids　
代表者：増岡　由紀子 さん

“ありがとうメッセージ”

▲ハロウィンパーティの様子
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平成31年３月１日（８） 第182号

あなたも気になるボランティア情報

今号は、平成最後の社協かわにしになります。昭和生まれの私にとっては、昭和－平成－新元号と３つの時代を
生きること、そして、激動の時代をどう生きていくか思いにふける今日この頃です。昨年の世相を表す漢字は

｢災」でしたが、今年は新しい時代の幕開けにふさわしい良い字になりますよう願うばかりです。

この用紙には再生紙が含まれています。 社協 かわにしには、皆さまからの社協会員会費、赤い羽根共同募金配分金が活用されています。

　安心してボランティア活動をしたいと
いう皆さまに保険の加入をお勧めします。
　掛け金は年度(４月１日～翌年３月31日)
で１人500円(市民活動災害型)と600円
(天災型)の２種類があります。

兵庫県ボランティア・市民活動
災害共済の受付開始

　エントリーされた団体の皆さま、
助成金交付申請手続きはお済みで
すか。
　ボランティア活動センターへの
最終提出期限は４月１日(月)です。
　早めにお手続きを行ってください。

平成３０年度 県民ボランタリー活動
助成の交付申請締切迫る！

　　　　　　　　　　　／川西市社会福祉協議会ボランティア活動センター ☎072(759)5200　FAX072(759)5203
〒666-0017 川西市火打1-12-16(キセラ川西プラザ 福祉棟1階)　Eメールvc@k-shakyo.or.jp　ホームページアドレスhttp://www.k-shakyo.or.jp/

●登録ボランティアグループ説明会
日　時：３月１３日（水）午前１０時～
場　所：キセラ川西プラザ 福祉棟２階 共用会議室
内　容：登録・活動上の留意点
　　　　次年度の登録・助成金申請基準について
申込み：新規グループは前日までに要予約
※各グループ、原則１名の参加でお願いします。

●個人ボランティア交流会
　個人登録をしている方やこれからボランティア活動を考えている
方も、この機会に情報交換をしませんか。
日　時：３月１３日（水）午後１時半～
場　所：キセラ川西プラザ 福祉棟２階 共用会議室
申込み：不要

平成31年度(2019年度) 登録ボランティアグループ説明会

あとがき

申し込み・問い合わせ先

　市社協登録ボランティアグループのボランティアいずみが、グループ結成40周年を記念して、｢布の
えほんと遊具であそぼう展」を開催します。
　この機会に、布のえほんや遊具にふれてみませんか。
日　時：平成31年３月30日(土)　11：00～18：00
　　　　平成31年３月31日(日)　10：00～16：00
　　　　※各日とも入場無料です
場　所：キセラ川西プラザ 福祉棟2階共用会議室
　後　援：川西市
　　　　川西市教育委員会
　　　　社会福祉法人川西市社会福祉協議会
　　　　川西市ボランティア連絡協議会

布のえほんと遊具であそぼう展
～ボランティアいずみ40周年記念～


